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熊本市農業委員会総会議事録 

 

日時 令和４年５月１０日（火）午後３時００分  

場所 熊本市中央区手取本町１番１号 熊本市役所議会棟２階予算決算委員会室 

 

農業委員２４名 

 1 番 谷口 憲治     2番 小佐井 亮祐     3 番 西田 廣行 

4番 上田 定信        5 番 木村 憲正          6 番 田中 敏郎 

7番 林田 智博      8 番 杉本 守        9番 田上 正富 

10番 東  哲治    11 番 牧野 正治       12番 網田  稔 

13番 三原 勉     14 番 木下 三智也     15 番 赤木 英雄 

16番 福𠩤  幸一     17番 眞鍋 宣孝      18 番 田上 泰則 

19番  磯田 修一     20 番  宮本 淳一      21番  堀   恭子 

22番  西冨 大二郎   23 番 福嶋 德行         24番 徳永 芳也 

 

 欠席委員（上記２４名中１名が欠席） 

 15 番 赤木 英雄 

 

午後３時００分 開会 

  

事務局     それでは定刻になりましたので、只今から熊本市農業委員会総会を

開催いたします。 

        本日の農業委員会総会の出席は、農業委員２４名中、２３名でござ

いますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定に基づ

き総会は成立しております。それでは会長ご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長    皆さんこんにちは。 

        本日はご多用の中、農業委員会総会にご出席をいただき誠にありが

とうございます。 

        さて、世間では３年ぶりに行動制限のないゴールデンウィークとな

り、各地で賑わいが戻っていたようです。 

        コロナ感染も心配なところですが、感染対策を行いながらある程度

経済を回すことも必要と感じているところでございます。 

        それでは本日の総会は、農地法に基づく許可申請や農地利用集積計

画などが主な議案となっております。 

        総会の審議がスムーズに進行できますよう、皆様のご協力をお願い

申し上げご挨拶といたします。 
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事務局     ありがとうございました。 

        総会は、熊本市農業委員会総会会議規則第４条に基づき、会長が議

長になり議事の進行を行うこととなっております。 

        それでは会長よろしくお願いいたします。 

 

議  長    それでは議事に入りますが、議事に入るにあたり総会次第３の議事

録署名者及び総会書記を指名いたします。 

        本日の議事録署名者には４番の上田定信委員と５番の木村憲正委員

を、書記に事務局の村上浩徳技術主幹を指名いたします。 

        よろしくお願いいたします。 

        本日の議事は、第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請

から第８号議案非農地証明願までの８件でございます。 

        はじめに第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請２８件

でございます。 

        地元委員のご報告にあたりましては、農地法第３条第２項の判断基

準により、地区委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは１番、お願いします。 

 

２２番 西冨大二郎委員 

        ２２番委員、西冨です。 

        １番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告します。 

        １番は、経営拡張するための所有権移転の申請です。 

        申請地には、米を作付けされるとのことです。 

        以上１件、農地法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、

申請は妥当であるとのことでございました。 

        ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして２番。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 
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        ２番から４番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ２番は、経営拡張による所有権移転の申請です。 

        譲受人は、ミカンを作付けされている農家で、申請地にはミカンを

作付けされる計画です。 

        ３番は、経営拡張による所有権移転の申請です。 

        譲受人は、水稲を作付けされている農家で、申請地には水稲を作付

けされる計画です。 

        ４番は、経営拡張による所有権移転の申請です。 

        譲受人は、水稲及び露地野菜を作付けされている農家で、申請地に

は露地野菜を作付けされる計画です。 

        以上３件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。 

        ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２番から４番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして５番。 

 

８番 杉本守委員 

        ８番委員、杉本です。 

        ５番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        ５番は、和解判決による所有権移転の申請です。 

        譲受人は、蕎麦を栽培されている兼業農業で、申請地にはミカンと

蕎麦を栽培される計画です。 

        以上１件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。 

        ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま５番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして６番。 

 

１８番 田上泰則委員 

        １８番委員、田上です。 

        ６番から１５番について、地区委員会での協議状況を報告いたしま

す。 

        ６番から８番は関連で、経営拡張のための所有権移転の申請です。 

        譲受人は、麦、水稲、露地野菜を栽培されている兼業農家で、申請

地には水稲、露地野菜を作付けされる計画です。 

        ９番から１１番は関連で、独立就農のための使用貸借権設定の申請

です。 

        借人の夫婦は、これまでも親元で農業に従事されております。許可

後、申請地にはナス、水稲、露地野菜を作付けされる計画です。 

        １２番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。 

        譲受人は、水稲、ナスを栽培されている農家で、申請地にはナスを

作付けされる計画です。 

        １３番は、兄へ贈与のための所有権移転の申請です。 

        譲受人は、水稲、ナスを栽培されている農家で、申請地にはナスを

作付けされる計画です。 

        １４番は、独立就農のための賃借権設定の申請です。 

        借人は、これまでも親元で農業に従事されております。許可後、申

請地には、水稲、ナスを作付けされる計画です。 

        １５番は、耕作の便宜上取得のための所有権移転の申請です。 

        譲受人は、水稲、露地野菜を栽培されている農家で、申請地には露

地野菜を作付けされる計画です。 

        以上１０件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２

項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結

果でございました。 

        ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま６番から１５番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 
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議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして１６番。 

 

７番 林田智博委員 

        ７番委員、林田です。 

        １６番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        １６番は、経営拡張による所有権移転の申請です。 

        譲受人は、水稲及び施設野菜を栽培されている農家で、申請地には

水稲を作付けされる計画です。 

        以上１件について、先日の地区委員会において検討した結果、農地

法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であ

るとの協議結果でございました。 

        ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１６番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして１７番。 

 

３番 西田廣行委員 

        ３番委員、西田です。 

        １７番から２０番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        １７番は、経営拡張による所有権移転の申請です。 

        譲受人は、水稲、麦、大豆を作付けされており、許可後は水稲、麦を

作付けされる計画です。 

        １８番、１９番は関連で、耕作の便宜上交換のための所有権移転の

申請です。 

        １８番の譲受人は、水稲、露地野菜を栽培されており、申請地には

水稲を作付けされる計画です。 

        １９番の譲受人は、水稲、露地野菜を栽培されており、申請地には

水稲を作付けされる計画です。 

        ２０番は、経営拡張による所有権移転の申請です。 

        譲受人は、栗、タケノコを作付けされており、許可後は栗を作付け
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される計画です。 

以上４件について、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条

第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議

結果です。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１７番から２０番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして２１番。 

 

１９番 磯田修一委員 

        １９番委員、磯田です。 

        ２１番から２３番について、地区委員会での協議状況をご報告いた

します。 

        ２１番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。 

譲受人は水稲、サトウキビ等を栽培される兼業農家で、許可後、申請

地には水稲を作付される予定です。 

        ２２番、２３番は関連です。 

２２番は、これまで義父が賃貸借していた農地について、その権利を

継承するための申請です。また、２３番につきましては、義父と娘婿と

の間で賃借権を設定される申請です。 

申請地につきましては、以前から借人が耕作を行ってきたということ

で、許可後におきましても引き続き水稲を作付される予定です。 

        なお、耕作面積が０となっておりますが、申出のとおり申請地は以

前から借人により耕作されていたということを農業委員が確認してお

り、今回地区委員会での聞き取り調査は行っておりません。 

        以上３件、先の地区委員会におきまして検討し、いずれの申請も農

地法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、何ら問題ない

との協議結果でございました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２１番から２３番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして２４番。 

 

１１番 牧野正治委員 

        １１番委員、牧野です。 

        ２４番から２８番について、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ２４番は、経営拡張のための所有権移転の申請であります。  

譲受人は芝、水稲を作付される兼業農家で、許可後は芝を作付される

予定であります。 

        ２５番は、所有権移転し、第三者へ贈与される申請であります。 

譲受人はスイカ、メロン等を栽培される専業農家で、許可後はスイカ、

メロン等を作付される予定であります。 

        ２６番は、所有権移転し、後継者へ贈与される申請であります。 

譲受人は菊、水稲を栽培される専業農家で、許可後も引き続き水稲を

作付される予定であります。 

        ２７番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。 

譲受人は柿、スイカ、梨等を栽培される専業農家で、許可後は柿を作

付される予定であります。 

        ２８番は、農地所有適格法人が経営拡張のための所有権移転をする

申請であります。 

当該法人は水稲、飼料作物、アスパラガス等を栽培されており、許可

後は水稲、シイタケを作付する予定であります。 

        以上５件、先日の地区委員会におきまして検討した結果、農地法第

３条第２項の各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当なもの

と協議いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２４番から２８番について、地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして第２号議案、農地法第４条の規定に基づく許可申請６件
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でございます。 

地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準に照らし、地区

委員会での協議状況のご報告をお願いします。 

        それでは１番お願いします。 

 

２２番 西冨大二郎委員 

        ２２番委員、西冨です。 

        １番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告いたし

ます。 

        １番は、兼農者である共有名義人が自己用住宅の建築と共同住宅２

棟を建設するための転用許可申請です。 

農地区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低

い農地で第２種農地及び市街地化の傾向が著しい区域内の農地で、上下

水管の２種が埋設されている道路の沿道区域であって、申請地からおお

むね５００ｍ以内に２つの教育施設がある第３種農地と判断されます。 

土地の選定にあたっては、代替地を検討されましたが、ほかに適地が

なく、申請地を選定されたとのことです。 

土地利用計画は、転用面積１，５９５㎡に、共同住宅２棟、駐車場１

８台分、２階建て個人住宅１棟、新設道路、避難道路、後退道路を建設

する計画で、転用面積としては妥当なものと判断されます。 

工事期間は令和６年５月３１日までの予定で、許可後は速やかに着手

されることを確認いたしております。 

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課へ事前審査協議済みとのことです。 

資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条

件に支障を生じるおそれはないものと判断されます。 

        以上１件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、立

地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございました。 

ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 
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        続きまして２番。 

 

１８番 田上泰則委員 

        １８番委員、田上です。 

        ２番から４番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ２番は、敷地拡張のための転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある第１種農地と

判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の申請は不許可

の例外規定の既存施設の拡張で、既存施設の敷地面積の２分の１を超

えないものに該当すると判断しました。 

土地利用計画は、既存面積７５７．７７㎡の農家住宅の敷地の拡張

で、転用面積１３１㎡を普通車両３台分の駐車場として使用する計画

で、転用面積としては適正なものと判断されます。 

資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありま

せん。 

工事期間は令和５年３月３１日までを予定されており、許可後速や

かに着手されることを確認いたしております。 

        ただ、申請地は既に宅地の一部として利用されており、今後このよ

うなことがないようにする旨の始末書が提出されております。 

        ３番は、農業、漁業を営む申請人が漁業用倉庫、駐車場及び農業用

倉庫への転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある第１種農地と

判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の申請は不許可の

例外規定の集落に接続して設置するものに該当すると判断しました。申

請人も同地区内に居住しております。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、他地目含む総事業面積７７１．４５㎡、転用面積６

５１㎡に海苔乾燥用倉庫１棟、普通車両３台分の海苔生産従業員用駐車

場及び農業用倉庫１棟の計画で、転用面積としては適正なものと判断さ

れます。 

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありま

せん。 

工事期間は令和５年３月３１日までを予定されており、許可後速やか

に着手されることを確認いたしております。 

        ただ、申請地は既に農漁業用資材置場として利用されており、今後こ
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のようなことがないようにする旨の始末書が提出されております。 

        ４番は、農業用倉庫及び農業用資材置場への転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種

農地と判断されます。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、転用面積３６０㎡に農業用倉庫１棟、農業用工具置

場、農業用車両置場及び作業スペースの計画で、転用面積としては適正

なものと判断されます。 

資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありませ

ん。 

工事期間は令和４年１０月１５日までを予定されており、許可後速や

かに着手されることを確認いたしております。 

        ただ、申請地は既に農業用資材置場として利用されており、今後こ

のようなことがないようにする旨の始末書が提出されております。 

        以上３件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一般

基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、今

回の申請は妥当なものと判断いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２番から４番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして５番。 

 

１４番 木下三智也委員 

        １４番委員、木下です。 

        ５番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        ５番は、漁業用資材置場への転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ以上の広がりのある一団の農地の区域内にある

第１種農地と判断されます。１種農地は原則不許可ですが、今回の申請

は不許可の例外規定の集落に接続して設置されるものに該当すると判

断しました。申請人も同地区内に居住しております。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに
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適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、申請地５５２㎡のうち２００㎡を転用し、海苔養殖

用の資材置場として使用される計画で、転用面積としては適正なものと

判断されます。 

資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありませ

ん。 

工事計画は令和４年１２月３１日までを予定されており、許可後速や

かに工事に着手されることを確認いたしております。 

           以上１件、先日の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一般

基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、今

回の申請は妥当なものと判断いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま５番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして６番。 

 

４番 上田定信委員 

        ４番委員、上田でございます。 

        ６番について、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        ６番は、駐車場への転用申請です。 

農地区分は農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低

い農地で第２種農地と判断されます。 

        なお、申請地は既に駐車場として利用されており、今回の申請に当た

っては始末書が提出されております。 

現在の利用状況といたしましては、自宅に隣接する申請地を自家用車

３台分の駐車場として利用されております。転用面積２１４㎡につきま

しては、申請地の位置、形状などから適正なものと判断いたしました。 

また、現地の状況から、周辺農地への影響もないものと思われます。 

        以上１件、先日の地区委員会におきまして現地調査を行い検討した結

果、立地基準及び一般基準を満たしており、申請は妥当なものと協議

いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 
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議  長    ただいま６番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして第３号議案、農地法第５条の規定に基づく許可申請３７

件でございます。 

地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準に照らし、地区委

員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番お願いします。 

 

２２番 西冨大二郎委員 

        ２２番委員、西冨です。 

        １番から３番につきまして、先日の地区委員会での協議状況を報告

いたします。 

        １番は、令和４年２月２１日付で申請のあった、医師による診療所

を開設するための所有権移転による転用許可申請で、令和４年３月１

１日に開発許可と同日付で転用許可となったものですが、譲受人であ

る申請人が医師である母親との共有名義として申請したいとの申出か

ら、許可書を返納し、今回改めて転用許可申請を提出されたものです。 

農地区分は農業公共投資の対象となっていない１０ｈａ未満の広が

りのない生産性の低い第２種農地と判断されます。 

土地利用計画は、他地目を含む総事業面積１，５６４㎡、転用面積７

２８㎡に脳神経内科の診療所、木造２階建て１棟、建築面積２９６．０

２㎡、延べ床面積２４７．６５㎡及び２２台分の駐車場として利用され

る計画で、転用面積としては妥当なものと判断されます。 

工事期間は令和４年７月３１日までの予定で、許可後は速やかに着手

されることを確認いたしております。 

資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条

件に支障を生じるおそれはないものと判断されます。 

開発許可は令和４年３月１１日の許可が有効であることを確認いた

しております。 

        ２番は、建設業を営む法人が、公共工事受注に伴う一時資材置場と

して使用するための賃借権設定による一時転用許可申請です。 

農地区分は農用地区域内の農地です。 

土地利用計画は、転用面積１，７５９㎡に資材置場として、砂、砂利、
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残土を置く３年間の計画で、転用面積としては妥当なものと判断されま

す。 

農用地区域内における農地の一時転用に対する意見については、熊本

市長から意見を聴取しており、農業振興地域整備計画の達成に支障を及

ぼすおそれはなく、周辺農地及び農業関連施設に支障が及ばないように

考慮した上で使用を認めるとの判断を受け、３件の公共工事の工事請負

計画書を確認し、また、工事完了後の一時転用後の農地の復元について

の誓約書の提出を受け、仮設工作物の設置、その他一時的な利用であり、

農業振興地域整備計画に支障を及ぼすおそれがないと判断しました。 

一時転用の期間は許可日から３年間の予定で申請されましたが、工事

請負終了後までとすることが妥当であると判断しました。 

資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条

件に支障を生じるおそれはないものと判断されます。 

        ３番は、宅地建物取引業を営む法人が建築条件付売買予定地として

建設するための所有権の移転による転用許可申請です。 

農地区分は農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低

い農地で第２種農地及び市街地化の傾向が著しい区域内の農地で、上下

水管の２種が埋設されている道路の沿道の区域であって、申請地からお

おむね５００ｍ以内に２つの教育施設がある第３種農地と判断されま

す。 

土地の選定にあたっては、代替地の検討もされましたが、ほかに適地

がなく、申請地を選定されました。 

土地利用計画は、転用面積６５８㎡に建築条件付売買予定地として３

区画を建設する計画で、転用面積としては妥当なものと判断されます。 

工事期間は令和６年５月３１日までの予定で、許可後は速やかに着手

されることを確認いたしております。 

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課へ事前審査協議済みとのことです。 

資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条

件に支障を生じるおそれはないものと判断されます。 

        以上３件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、立

地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございました。 

ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま１番から３番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして４番。 

 

１７番 眞鍋宣孝委員 

        １７番委員、眞鍋です。 

        ４番から１０番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告い

たします。 

        ４番と５番は関連で、４番と５番の申請者は各々が宅地建物取引業

を営む法人で、建築条件付売買予定地として建設するための所有権移

転による転用許可申請です。 

４番の農地区分は農業公共投資の対象となっていない１０ｈａ未満

の小集団の生産性の低い第２種農地と判断されます。 

５番の農地区分は市街地化の傾向が著しい区域内の農地で、上下水管

２種が埋設されている道路の沿道区域にあって、申請地からおおむね５

００ｍ以内に保育施設がある第３種農地と判断されます。 

土地の選定にあたっては、代替地の検討をされましたが、ほかに適地

がなく、申請地を選定されたとのことです。 

土地利用計画は、総事業面積２，９２０．５６㎡、総転用面積２，９

２０㎡に建築条件付売買予定地として１１区画と開発道路、防火水槽、

ごみ置場を建設する計画で、転用面積としては妥当なものと判断されま

す。 

工事期間は令和６年１２月２５日までの予定で、許可後速やかに着手

されることを確認しています。 

資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条

件に支障が生じるおそれはないものと判断されます。 

        ６番と７番は関連で、宅地建物取引業を営む法人が資材置場として

使用するための所有権移転の転用許可申請です。 

農地区分は農業公共投資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集

団の生産性の低い第２種農地と判断されます。 

土地の選定にあたっては、代替地の検討をされましたが、ほかに適地

がなく、申請地を選定されたとのことです。 

土地利用計画は、総転用面積１７７㎡にコンクリート製品、砕石、建

築資材置場として利用される計画で、転用面積としては妥当なものと判

断されます。 

工事期間は令和５年３月３１日までの予定で、許可後速やかに着手さ
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れることを確認しております。 

資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条

件に支障を生じるおそれはないものと判断されます。 

        ８番は、宅地建物取引業を営む法人が資材置場として使用するため

の所有権移転の転用許可申請です。 

農地区分は市街地化の傾向が著しい区域内の農地で、上下水管の２種

が埋設されている道路の沿道の区域にあって、申請地からおおむね５０

０ｍ以内に２つの医療施設がある第３種農地と判断されます。 

土地利用計画は、転用面積１，６３７㎡に車両置場８台分と事業規模

拡大に伴う建築資材置場として使用される計画で、転用面積としては妥

当なものと判断されます。 

工事期間は令和４年１１月３０日までの予定で、許可後速やかに着手

されることを確認しております。 

資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条

件に支障を生じるおそれはないものと判断されます。 

        ９番は、宅地建物取引業を営む法人が所有権移転による建築条件付

売買予定地への転用許可申請です。 

農地区分は市街地化の傾向が著しい区域内の農地で、上下水管の２種

が埋設されている道路の沿道の区域にあって、申請地からおおむね５０

０ｍ以内に２つの医療施設がある第３種農地と判断されます。 

土地利用計画は、転用面積１，４９６㎡に建築条件付売買予定地とし

て６区画と新設道路を整備される計画で、転用面積としては妥当なもの

と判断されます。 

工事期間は令和５年１２月３１日までの予定で、許可後速やかに着手

されることを確認しております。 

資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条

件に支障を生じるおそれはないものと判断されます。 

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課へ事前審査済みとのことです。 

        １０番は、宅地建物取引業を営む法人が所有権移転による建築条件付

売買予定地への転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ以上の一団の広がりのある農地の区域内にある

第１種農地と判断されます。 

第１種農地は原則不許可ですが、集落に接続して設置するものに該当

するものとして、不許可の例外として判断いたしました。 

代替地についても検討されております。 

土地利用計画は、総転用面積４３９．４８㎡に建築条件付売買予定地
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２区画と新設道路を整備される計画で、転用面積としては妥当なものと

判断されます。 

工事期間は令和６年３月２０日までの予定で、許可後速やかに着手さ

れることを確認しております。 

資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また、周辺農地の営農条

件に支障を生じるおそれはないものと判断されます。 

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課へ事前審査済みとのことです。 

        以上７件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、立

地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま４番から１０番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして１１番。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        １１番から１４番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告

いたします。 

        １１番と１２番は関連で、不動産業を営む法人が所有権移転による

建築条件付売買予定地への転用許可申請です。 

農地区分は市街地化の傾向が著しい区域で、上下水道管２管の通った

沿道の区域で、５００ｍ以内に教育施設、医療施設がある第３種農地と

判断されます。 

土地利用計画は、総転用面積１，５７９㎡に建築条件付売買予定地６

区画及び公衆用道路、排水用地を整備される計画で、転用面積としては

適正なものと判断されます。 

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありま

せん。 

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課へ開発行為事前審査の申請中とのことです。 
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工事期間は令和６年９月３０日までを予定されており、許可後速やか

に着手されることを確認いたしております。 

        １３番は採石場への転用許可申請です。 

農地区分は中山間地の広がりのない小集団の農地のため第２種農地と

判断されます。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、総事業面積８０，９３６．９６㎡の事業地内の、総

転用面積５，２８６㎡の農地を採石場として転用する計画で、転用面積

としては適正なものと判断されます。 

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありま

せん。 

        なお、開発許可が不要な旨は、開発指導課へ確認しておりますが、

砕石場の設置に関しましては、熊本県の許可及び熊本市産業振興課の

許可が必要であり、許可書の写しが添付されております。 

また、事業地に林地が含まれるため、県央広域本部への林地開発変更

届出書の提出が必要ですが、これに対する通知書の写しが添付されてお

ります。 

        なお、申請地は既に採石場として使用されており、利用していたこ

とに対し深く反省している旨の始末書が提出されております。 

        １４番は、使用貸借による個人住宅への転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ以上の広がりのある一団の農地の区域内にある

第１種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の申

請は不許可の例外規定の集落に接続して設置するものに該当すると判

断しました。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、総事業面積３９６．１１㎡に木造２階建て住宅１棟

を建築される計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。 

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありま

せん。 

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課へ事前審査の申請中とのことです。 

工事期間は令和５年３月３０日までを予定されており、許可後は速や

かに着手されることを確認いたしております。 

        以上４件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一般

基準の面を協議、検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、



 

－18－ 

今回の申請は妥当なものと判断いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１１番から１４番までについて地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        なお、１３番については、総転用面積が３，０００㎡を超えますの

で、申請どおり許可相当として農業会議へ意見を聴取することといた

します。 

        続きまして１５番。 

 

８番 杉本守委員 

        ８番委員、杉本です。 

        １５番から１７番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        １５番は、親子間で使用貸借権を設定し、農業用倉庫への転用許可

申請です。 

農地区分は農用地区域内にある農地で原則不許可ですが、農業政策課

からの農業振興地域整備計画の用途区分変更通知書が添付されており、

不許可の例外規定の農用地利用計画において指定された用途に供する

ために行われるものに該当すると判断しました。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、申請地の１，１０３㎡のうち４０６．５㎡に農業用

倉庫１棟と駐車場スペースを設置される計画で、妥当な面積と判断され

ます。 

資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありませ

ん。 

工事期間は令和４年８月３１日までを予定されており、許可後速やか

に着手されることを確認しております。 

        １６番は、介護福祉用具の製造、販売業を営む法人が所有権移転に

よる資材置場への転用許可申請です。 

農地区分は、中山間地の広がりのない小集団の農地のため第２種農地

と判断されます。 
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土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、転用面積２２９㎡に資材等を保管するハウスを設置

し、資材置場として利用される計画で、妥当な面積と判断されます。 

資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除とも問題ありません。 

工事計画は令和４年１０月３１日までの予定で、許可後速やかに着手

されることを確認しております。 

        １７番は、介護施設を運営している法人が賃借権を設定し、駐車場

への転用許可申請です。 

農地区分は、中山間地の広がりのない小集団の農地のため第２種農地

と判断されます。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、敷地面積８９２㎡のうち転用面積２８０．７５㎡に

７台分の駐車スペースを設置される計画で、妥当な面積と判断されます。 

資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除とも問題ありません。 

        ただし、申請地は既に駐車場として整地されており、今後このよう

なことがないようにする旨の始末書が添付されております。 

        以上３件、先日の地区委員会で現地調査、確認を行い検討したとこ

ろ、立地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしている

との協議結果でございます。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１５番から１７番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして１８番。 

 

１８番 田上泰則委員 

        １８番委員、田上です。 

        １８番から２４番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        １８番は、夫婦間の使用貸借権設定による個人住宅への転用許可申

請です。 
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農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種

農地と判断されます。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、転用面積４９９㎡に個人住宅、木造平屋建て１棟の

計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。 

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありま

せん。 

開発許可が必要となりますが、線引き前の土地における自己用住宅に

係る許可の運用基準により、開発指導課からの開発行為事前審査の回答

書が添付されております。 

工事期間は令和４年１２月２０日までを予定されており、許可後速や

かに着手されることを確認いたしております。 

        １９番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種

農地と判断されます。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、転用面積２０２㎡に個人住宅木造２偕建て１棟の計

画で、転用面積としては適正なものと判断されます。 

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありま

せん。 

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課へ事前審査の申請中とのことです。 

工事期間は令和５年３月３１日までを予定されており、許可後速やか

に着手されることを確認いたしております。 

        ただ、申請地は砂利敷きされており、今後このようなことがないよ

うにする旨の始末書が提出されております。 

        ２０番は、不動産業を営む法人が所有権移転による建築条件付売買

予定地への転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種

農地と判断されます。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため申請地を選定されております。 

土地利用計画は、転用面積１，７０２㎡に建築条件付売買予定地７区

画及び道路の計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。 

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありま
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せん。 

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課からの開発行為事前審査の回答書が添付されております。 

工事期間は令和６年７月３１日までの予定で、許可後速やかに着手さ

れることを確認いたしております。 

         ただ、申請地の一部は以前より宅地として利用されており、今後こ

のようなことがないようにする旨の始末書が提出されております。 

        ２１番から２３番は関連で、不動産業を営む法人が所有権移転によ

る建築条件付売買予定地への転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種

農地と判断されます。 

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、転用面積２，７９１㎡に建築条件付売買予定地１１

区画及び道路の計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。 

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありま

せん。 

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課からの開発行為事前審査の回答書が添付されております。 

工事期間は令和７年１月１日までの予定で、許可後速やかに着手され

ることを確認いたしております。 

        ２４番は、所有権移転による太陽光発電設備の敷地拡張のための転

用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある第１種農地と

判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の申請は不許可の

例外規定の既存施設の拡張で、既存施設の敷地面積の２分の１を超えな

いものに該当すると判断しました。 

土地利用計画は、転用面積１５９㎡を太陽光発電設備の敷地として拡

張する計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。 

排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。 

         ただ、申請地は譲受人が隣接地に太陽光発電設備を設置した際、境界

線を誤ったことで既に設備の敷地として利用されており、今後このよ

うなことがないようにする旨の始末書が提出されております。 

        以上７件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一般

基準を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、今回の

申請は妥当なものと判断いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 
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議  長    ただいま１８番から２４番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして２５番。 

 

１４番 木下三智也委員 

        １４番委員、木下です。 

        ２５番、２６番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        ２５番と２６番は関連で、敷地拡張のための転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ以上の広がりのある一団の農地の区域内にある

第１種農地と判断されますが、今回の既存施設の拡張については、開

発指導課より開発許可不要である旨の回答を得ております。 

なお、隣接農地への被害防除については問題ありません。 

        以上２件、先日の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一

般基準の面を協議、検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２５番から２６番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして２７番。 

 

３番 西田廣行委員 

        ３番委員、西田です。 

        ２７番から３０番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ２７番から２９番は関連で、所有権移転による貸資材置場への転用

申請です。 

農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種
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農地と判断されます。 

代替地については、周辺で農地以外の土地も含め代替地を検討されま

したが、ほかに条件に合う土地がなかったため、申請地を選定されてお

ります。 

土地利用計画は、総転用面積６，５９２㎡に鉄板、ユンボ、バケット、

アタッチメントなど、資材置場として整備し、本人が経営する建設工事

業の法人へ貸し付ける計画で、妥当な面積と思われます。 

資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除とも問題ありません。 

工事期間は令和４年９月３０日までの予定で、許可後速やかに着手さ

れることを確認しております。 

        ３０番は、所有権移転による建売住宅への転用許可申請です。 

農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種

農地と判断されます。 

代替地については、周辺で農地以外の土地も含め検討されましたが、

ほかに条件に合う土地がなかったため、申請地を選定されております。 

土地利用計画は、他地目を含む総事業面積８２７．８９㎡に建売住宅

２棟を建設される計画で、妥当な面積と判断されます。 

資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除とも問題ありません。 

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課へ事前協議の申請中とのことです。 

工事期間は令和５年３月３１日までの予定で、許可後速やかに着手さ

れることを確認しております。 

          以上４件、先日の地区委員会で現地調査、確認を行い検討したとこ

ろ、立地基準の面、一般基準の面、ともに転用許可基準を満たしてい

るとの協議結果でございます。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２７番から３０番までについて地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        なお、２７番から２９番については、総転用面積が３，０００㎡を

超えますので、申請どおり許可相当として農業会議へ意見を聴取する

ことといたします。 

        次、３１番。 
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１９番 磯田修一委員 

        １９番委員、磯田です。 

        ３１番について、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        ３１番は、使用貸借権を設定し、個人住宅へ転用する申請です。 

農地区分は農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低

い農地で第２種農地と判断されます。 

土地の選定にあたっては、農地以外の土地を含め検討されましたが、

交通の利便性、住環境が良好であること、また、親名義の農地であり無

償で貸してもらえることから選定されたものです。 

土地利用計画は、申請地２筆、１２８．７２㎡と隣接する宅地を合わ

せた総事業面積２４６．８３㎡に木造平屋建て住宅１棟を建築される計

画で、転用面積は適正なものと判断いたします。 

資金計画、給排水計画に問題はなく、周囲の状況、事業の内容から、

周辺農地への影響もないものと思われます。 

転用許可と同時に開発許可が必要となりますが、事前審査の回答済み

で許可の見込みはあるものと判断します。 

工期は許可日から令和４年１２月３０日までを予定されており、許可

後速やかに着手されることを確認しております。 

        以上１件、先の地区委員会におきまして現地調査を行い、検討した

結果、立地基準、一般基準、いずれも許可基準を満たしており、申請は

妥当であるとの協議結果でございました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま３１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長     異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして３２番。 

 

４番 上田定信委員 

        ４番委員、上田でございます。 

        ３２番から３７番について、地区委員会での協議状況をご報告申し

上げます。 

        ３２番、３３番は関連です。 

太陽光発電事業等を営む法人が所有権移転し、太陽光発電設備に転用
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する申請です。 

農地区分は農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低

い農地で第２種農地と判断されます。 

土地の選定にあたっては、代替地として近隣で農地以外の土地など検

討されましたが、日照、事業規模などから、ほかに条件に合う土地がな

く、申請地を選定されたものです。 

土地利用計画は、申請地２筆、１，０８７㎡に太陽光パネル１４０枚、

発電容量６４．４ｋｗの太陽光発電設備を計画されており、転用面積は

適正なものと判断いたします。 

資金計画等に問題はなく、添付書類として、電力会社からの系統連系

に係る契約の案内及び経済産業省の認定書の写しなど、必要書類も揃っ

ております。 

排水計画は、基本的には自然地下浸透処理で、ほかに設備周辺部に土

側溝を設置し、外部への流出を防止する計画ですが、現地調査時におい

ても、特に排水については被害防除対策に万全を期すようお願いしてお

ります。 

工期は許可日から令和４年９月３０日までを予定されており、許可後

速やかに着手されることを確認しております。 

        ３４番、３５番は関連で、不動産業等を営む法人が所有権移転し建

売住宅へ転用する申請です。 

農地区分は１０ｈａ以上の広がりのある農地の区域内にある第１種

農地と判断されますが、転用目的が建売住宅であり、集落に接続して設

置するものであることから、不許可の例外に該当するものと判断いたし

ます。 

土地の選定にあたりましては、代替地として市街化区域内や周辺の農

地以外の土地などを候補地として交渉されましたが、同意が得られず、

申請地を選定されたものです。 

土地利用計画は、申請地２筆、２，４３９㎡と農地以外の土地を合わ

せた総事業面積２，７１４．６５㎡に建売住宅８棟を建築するほか、新

設道路等として利用する計画で、転用面積は妥当なものと判断いたしま

す。 

資金計画、給排水計画等に問題はなく、建物の配置計画などから、周

辺農地への影響もないものと思われます。 

集落内開発制度指定区域内で開発許可が必要となりますが、事前審査

回答済みで、許可の見込みもあるものと判断されます。 

工期は許可日から令和６年６月３０日までの予定で、許可後速やかに

着手されることを確認しております。 
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        ３６番は、運送業を営む個人が所有権移転し、貸資材置場及び貸駐車

場に転用する申請です。 

農地区分は農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低

い農地で第２種農地と判断されます。 

土地の選定にあたりましては、代替地として近隣で農地以外の土地も

検討されましたが、申請地が既存施設の隣接地であり、一体として利用

することが最も効率的であると判断し選定されたものです。 

土地利用計画は、申請地３５８㎡と農地以外の土地を合わせた総事業

面積９６６㎡をコンテナ、パレット等の運送用資材置場及びトラックな

ど４台分の駐車場として法人へ貸し付けられる計画で、転用面積は適正

なものと判断いたします。 

排水計画、資金計画等に問題はなく、また、事業の内容、周囲の状況

から、周辺農地への影響もないものと思われます。 

工期は許可日から令和４年１２月３１日までを予定されており、許可

後速やかに着手されることを確認しております。 

        ３７番は、土木工事業等を営む法人が所有権移転し、資材置場へ転

用する申請です。 

農地区分は農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低

い農地で第２種農地と判断されます。 

土地の選定にあたっては、本店所在地の近隣で農地以外の土地など代

替地を検討されましたが、ほかに条件に合う土地がなく申請地を選定さ

れたものです。 

土地利用計画は、申請地２，２２４㎡を砕石、山砂などの土木資材置

場や通路及び回転スペース等として利用される計画で、転用面積につい

ては適正なものと判断いたします。 

資金計画、排水計画等に問題はなく、周囲の状況から、転用による周

辺農地への影響もないものと思われます。 

工期は許可日から令和４年１２月３１日までを予定されており、許可

後速やかに着手されることを確認しております。 

        以上６件、先日の地区委員会におきまして現地調査を行い検討した

結果、いずれも立地基準及び一般基準を満たしており、申請は妥当な

ものと協議いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま３２番から３７番までについて地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして第４号議案及び第５号議案でございます。この件につき

ましては、事務局より内容の説明をお願いします。 

 

事務局     第４号及び第５号議案は関連ですので、併せてご説明いたします。 

        まず、第４号議案、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集

積計画（２号）についてご説明いたします。 

        初めに、所有権移転ですが、明細の１９ページの１番から２２ペー

ジの１３番までの合計１３件で、公社からの売渡しと買入れでござい

ます。 

面積は１３件合わせまして、田１５，９０２㎡、畑４，２０６㎡の合

計２０，１０８㎡で、売買価格は備考欄記載のとおりとなっております。 

        次に、利用権設定の新規設定分です。 

明細２３ページの１４番から３５ページの４２番までの合計２９件で、

契約期間別では６年未満が２４件、１０年以上が５件で、面積は２９件

合わせまして、田１２７，１９７㎡、畑９，８２３㎡の合計１３７，０

２０㎡です。 

権利の種類は賃借権及び使用貸借権、利用内容は水稲、大豆、施設野

菜、果樹、畑作物です。 

        次に、再設定分です。 

明細３５ページの４３番から４２ページの６４番までの合計２２件

で、契約期間別では６年未満が１４件、１０年以上が８件で、面積は２

２件合わせまして、田４９，９７５㎡、畑１３，４４７㎡の合計６３，

４２２㎡です。 

権利の種類は賃借権及び使用貸借権、利用内容は水稲、施設野菜、果

樹、露地野菜です。 

        続きまして、第５号議案です。 

４３ページの表をご覧ください。こちらは農地中間管理機構との貸借

の新規設定になります。 

明細は４４ページの１番から６７ページの４８番までで、契約期間別

では６年未満が１６件、１０年以上が３２件で、面積は４８件合わせま

して、田１２１，２７１．３㎡、畑４１，４２１㎡の合計１６２，６９

２．３㎡です。 

権利の種類は賃借権及び使用貸借権、利用内容は水稲、畑作物、果樹

を予定しております。 
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        以上の案件につきましては、先の地区委員会で協議が行われ、全て

の案件が農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いることが確認されております。 

        第４号及び第５号議案の説明につきましては以上でございます。 

 

議  長    ただいま事務局より内容の説明がございましたとおり、この件につ

きましては各地区委員会で詳細にわたり確認が行われており、全ての

案件が農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の基準に適合している

とのことでございます。 

この件について何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、原案どおり承認することに決定いたします。 

        続きまして、第６号議案、引き続き農業経営を行っている旨の証明

願３件でございます。 

地元委員のご報告に当たりましては、対象農地の耕作状況などの調査

結果を踏まえ、協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番お願いします。 

 

２２番 西冨大二郎委員 

        ２２番委員、西冨です。 

        １番と２番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告

いたします。 

        １番は、相続税の納税猶予継続のための証明願です。 

願出人は対象農地５筆を、願出人自ら引き続き農業経営を行っている

ことを地元委員が確認しております。 

        ２番は、相続税の納税猶予継続のための証明願です。 

願出人は対象農地１筆を、願出人自ら引き続き農業経営を行っている

ことを地元委員が確認しております。 

        以上２件、先日の地区委員会において、証明書の交付については何

ら問題ないものと協議いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま１番、２番について地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かご意見ございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        続きまして３番。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        ３番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        ３番は、租税特別措置法第７０条の６第１項の相続税の納税猶予継

続のために必要とする証明の願い出です。 

願出人は露地野菜を作付されている農家で、対象農地３筆について引

き続き農地として適正な管理、耕作が行われていることを地元委員が確

認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会において、証明書の交付については何

ら問題ないものと協議いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま３番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第７号議案、引き続き特定貸付けを行っている旨の証

明願１件でございます。 

地元委員のご報告に当たりましては、対象農地の耕作状況など調査結

果を踏まえ、協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番お願いします。 

 

２２番 西冨大二郎委員 

        ２２番委員、西冨です。 

        １番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告いたし

ます。 

        １番は、相続税の納税猶予継続のための証明願です。 

願出人が納税猶予を受けるには、対象農地３筆を原則自作することが
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条件ですが、その貸付けが中間管理機構へ適正に貸付けされていれば、

納税猶予の継続が可能となっております。 

対象地は、中間管理機構である熊本県農業公社に貸し付けられた農地

で、さらに農業公社から借人へ貸付けが行われたものです。 

現在も営農が継続されていることを地元委員が確認いたしました。 

        以上１件、先日の地区委員会において、証明書の交付については何

ら問題ないものと協議いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第８号議案、非農地証明願１件でございます。 

地元委員のご報告に当たりましては、対象農地の調査結果を踏まえ、

協議状況のご報告をお願いします。 

        それでは、１番お願いします。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        １番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        申請地について、昭和２２年当時の航空写真及び地元住民２人から

の証明により、宅地として利用されていたことが確認されております。 

このことから、昭和２７年１０月２０日、農地法施行日前日以前から

引き続き非農地であった土地と判断いたしました。 

        以上１件、先日の地区委員会で協議検討した結果、証明書の交付に

ついて、何ら問題ないものと判断いたしました。 

ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 
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議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        次に、次第５の報告事項です。事務局より説明をお願いいたします。 

 

事務局     議案書のカラーページ報告事項の一覧をご覧ください。 

１番から１１番までの合計２１７件となっております。件数のみ報告

いたします。 

        以上です。 

 

議  長    次に、次第６のその他ですが、本日は特に何もございません。 

        それでは、以上で全ての案件が滞りなく終了いたしました。 

        なお、本総会において議決されました案件について、その条項、字

句、その他整理を要するものについては、会議規則第１８条の規定に

より、その整理を議長に委任願いたいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしと認めます。 

        よって、本総会において議決された案件の整理については、これを

議長に委任することに決定いたしました。ありがとうございました。 

 

事務局     ありがとうございました。それでは、これにて閉会をいたします。 

 

 

  閉  会 午後４時２３分 
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会議の顛末、以上のとおり相違ありません。 

 

令和４年５月１０日 

  

 

議  長     福𠩤  幸一 

 

 

署名委員     上田 定信 

 

 

 署名委員   木村 憲正 

 

 

 書  記   村上 浩徳 

 


